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1.緒言 (2)クラブチームのスタッフに対する電話

1993年に開幕したJリーグが，地域で活動す インタビュー

るクラブに与えた影響は大きく，この年を境に

地域サッカークラブは全国で急激に波及して 3.質問紙調査の内容

いった。一方で，文部科学省は，教員の働き方

改革として，休日の部活動を教員が行うのでは

なく，段階的に地域に移行していくと示した。

このように徐々に部活動を縮小していこうと

する動きがあるが，学校部活動に期待される社

会的規範の享受等の 「人間教育」が，地域のク

ラブチームにおいても機能しているのかにつ

いては疑念を抱く。そこで，本研究では，クラ

ブチームと中学校部活動のサッカー選手のサ

ッカー有能感1)ライフスキル2) 学校生活ス

キル3)に関する意識の実態にどのような相違点

があるかについて明らかにしていくことを目

的とした。

ll.研究方法

1.調査の対象

K県の中学生年代のクラブチーム3チーム

A: 62名， B: 17名， C: 52名，

K県の中学校サッカー部4チーム

D: 30名， E: 16名， F: 17名， G: 30名，

計224名

2.調査の方法

(1)訪問・留置法による質問紙調査

(1)回答者の属性

①学年 ②サッカー経験年数

③ポジション ⑥聾抜経験

(2)サッカー有能感

①状況に応じたパス&コントロール

②ドリブ、ル技能 ③守備技能

④ヘディング主鵠包⑤スピード

⑥力強さ ⑦競技意欲

⑧リーダーシップ

(3)ライフスキル

①目標設定②考える力

③ス トレスマネジメント ④感謝する心

⑤コミュニケーション@鴻回行動

⑦謙虚な心 ③礼儀・マナー ⑨体調管理

(4)学校生活スキル

①自己学習スキル⑫隼路決定スキル

@集団生活スキノレ④健樹鮪スキル

⑤同輩とのコミュニケーショ ンスキル

4.分析方法

Microsoft Excel 2018を用いて単純集計，ク

ロス集計及び平均値の差のt検定を行った。ま

た，統計ソフト js-STARにより χ2検定を行っ

た。
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m.結果と考察

1.サッカー有能感

各回答者のサッカー有能感の合計点を算出

し，クラブチームと中学校サッカー部の選手全

体の平均値と標準偏差を算出し，両群の聞にサ

ッカー有能感に違いがあるのかを分析した。そ

の結果， 0.1%水準で有意差が認められ，クラブ

チームの選手の方が明らかに高いことが判明

した。

2. ライフスキノレ

各回答者のライフスキルの合計点を算出し，

クラブチームと中学校サッカ一部の選手全体

の平均値と標準偏差を算出し，両群の聞にライ

フスキルに違いがあるのかを分析した。その結

果， 0.1%水準で有意差が認められ，クラブチー

ムの選手の方が明らかに高いことが判明した。

3.学校生活スキル

各回答者の学校生活スキノレの合計点を算出

し，クラブチームと中学校サッカ一部の選手全

体の平均値と標準偏差を算出し，両群の選手の

聞に学校生活スキルに違いがあるのかを分析

した。その結果， 0.1%水準で有意差が認められ，

クラブチームの選手の方が明らかに高いこと

が判明した。

4.サッカー有能感のチーム聞の差

最も平均値の高いCチームと他のチーム聞に，

サッカー有能感に差があるのかを分析した結

果，クラブチーム聞には有意差は認められなか

ったが，中学校の全てのチーム間でO.1潟水準の

有意差が認められ， cチームの方が有意に高い

ことが判明した。

5. ライフスキノレのチーム間の差

最も平均値の高いCチームと他のチーム間に

ライブスキルに差があるのかを分析した結果，

クラブチームのAチームと中学校のDチーム間

には有意差は認められなかったが，それ以外の

チーム間では O.脱水準の有意差が認められ， c 

チームの方が有意に高いことが判明した。

6.学校生活スキルのチーム間の差

最も平均値の高いCチームと他のチーム聞に

学校生活スキルに差があるのかを分析した結

果，クラブチーム間には有意差は認められなか

ったが，中学校の全てのチーム間でO.1%水準の

有意差が認められ， cチームの方が有意に高い

ことが判明した。

Cチームは，加入時にセレクションを行い，

選抜経験のある選手が多く所属し，練習環境と

指導スタッフが整っているため，サッカー有官包

観が高いと考える。また，ミーティングを頻繁

に行い，選手同士，指導者と多くコミュニケー

ションをとっており，個人面談やチームで勉強

会を行っているため，ライフスキルと学校生活

スキルが高いと考える。
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